



















































































































































幸 7・， 日未訪包タ 4 訪の｛費問勿のすグち王室怒しだすし
売の同じ｛列を重久‘J ):. If＇ τ 対 !1/l してみ ι う。
る λ 物ザ求主情を写してヂミされ 1－：. 関，ゎて J
① 立しこ弄る
台色事化 ti 他若の言動 I二占ヲ
る。
lく魚 OOT ιoN lw:ul. 仙台N 呪支え
三れ iを鼻炉支季、 1亡のげる i事 ）：＇.＂ ff 事 I~ "f:ミっているヒいう支喚
で，企が主要 Iこの iずる年う.，rT 気持ち主義 1 • 毛し， ピて若
手ミ...， tニ b p 相会ピけんかした 1 客を」与久た q するグもし
.ft ＂い。
タ 1 t~ 
イ守か t乏していlニ ：｝；. さ苧 L、子 ytフ
｛宝） 安歯 1：物が I ：／： さ主るτL、方ど各誌が茅重明雄でない技者。
:> r いう合みのあるどど岳ある。
Phuu.d 1i lab/om fom”a.i 
｛~...， 永＇／事初伝いで，｛守か 1乏し τν る Z 乞がある争う t二
男よわ乞るえを持つ。 しグし p タイま香子 i主 γ あの人 I辛
?hilud mil 偽lt>mkc"7ll明記，l 之主守 f二 b ' ~もよじ対し
てすパでき々いどいう気持ちをふ久て，すE 色に物がはき




"' 1/t. !i ρ 
M 免が気で字い
三統的吋足九とごく泣く；持非＆るるであうう季初じ対する手兵 f，美





銑利 1:: ~，今て針人で情 L、 b れるよう iこえI -7 
Pr.おおt （ 悉ち看ず乍 L' I νb L、らする）
γ 免汐ぜ気予ヤ II' -1 Z 同じである。
クィ t~
}-t宇の入1古式駿 11"並ブ U 1: 0 受，験生の泣い込み iご親 6
3事ノι "f> kれを J1/ON kn走wa.a.i c 先君7い免子宮い j 」であーろ
う。
r イ列 , 
OiJ バヲゲ沈も
差うつ？暗 ν 気詩ちになる乙ど。
ca.i ho'dh なu [ Ca) '"/¥;:; ; hd.h!Ju. ~ をも 1
パの兎 i二伺かパ曹乙すると乙がある b しい o しグし s をの
万字国 iヰ何 r 之分からない兎靖免で 8/J るくな〈令守 τ ん気
号令 L、暗い気持ちを李乙す，
タイ言書

















































































































5ι寝入 i李主主れ食！ま力、‘l の蔀z ちだんでももど食らしく捗




fこく ;ria. も；jゑ舎ないノι 関である。). I事寺っ
ピどめ~ .x す
lこ手うちるす＇'t] I/'ψ f; b 、 e
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寸合ηー ,.. y6k 
L 、 7 九時で
タ 1 t~ 
ェ ρ ffi にどどめを ;ffet／すど雲
オふ／・ヂ4
わいしいス~ x ~そ
ク τL 、 L 、。
寺 f-:_ J 歩 4生のフプッシタンで i事タ‘i ：スチ N
ノルにピ U め安剣す乞 Ir!!,; ，われる e
との与う i二 4宜的 .}t 否。
l ~ X- Iず，171 

































































































ご －$ iJ' ~ J争 '1- を言考手長 L て岸川すらで l吉ないゼい雲業 l事をれを開くし
れる与うな気がしてす οlこがな気特 l二 'I {! 0 
の き ＇I 言う。
Pood ？？仰 y勾 ~a.a* f ロを止めない）ヒ L、う積同
~がある。つま＇／ ，相舎の筑持ち Ii 生符： Ji にしな ν で，
告分が絡会 1：： 多いすこ L、嘉を古うヱピ F ちる。タイ λ ゐ喝






るキ籾 r：. 関し p 不審な F貨がある，@ 1み
11｣i f!J.五c e.,a,i 〈納得でちない，匁棋で宅ない）乞
いうの之同 C ，主勢を拾っ。タ 4 務で i守 初 a.J khrlo cai 
芭 V う号事色事~ 11- ぅ。 t" j v、う乙とに対しても p タ汐、




九三 iユ 1t 問をする場令 i事 γ あ J.. J Z の向;a,,,i ，ユつの誌が
あもので， 'i11 急i kh3.o e.ai く総 t二秀ち写い ） ＿.｝ 三言ラ。
イIf~
宜
日オ誘ピタ 4 諺の｛雲間勿の関 lニちグ ν、のある場合￥互のイ更し、方。






Na Slid x いう美味 i守勢、 l乙 fa の%が乍 νオ泰寺を系れ






























































あの λl年女達三 iすんずをして言葬毛色ない l手 r 士 L、をう






例主a slid PhおJd ’？？？主i 判Ii. s !1 /wad 
t 旬，aa_ ：：：孫； s1id Phw;Jd " * , t:こえをえなる； maJ 
’mil : ない； s ft ：：：. 色 3 1:ad ＝＝企 1 ピいうの 1を血のも
が字い ＜＂ b い秀賞が者くなる乞いう ‘暁手ある。均章一巻・か
~· L、渦 v ・ ll し科：N 古色な r のた i である。 i寸瓦 r ち，
目先訴で l宇 γ 血の気力l''5/ { _) l:' 吉久 It" ，術撃を与久る。




議員色色して γ Ji の急 1l"' &I く -1 t. いう幸い方をする。安f主ジヲヴク主全
It fニ 11.if- Iを r s a1huzm ea.i z パ 1こ ffl等宅金 It る」之いう長就が吏わ
6) 気先つける
ど何之の手納 I三対 Lτ ） ；主素L 汐をイ動汐ι る。
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